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東 京 電 力 柏 崎 /1」羽 原 発 を設 計 時 の

最 大 地 震 の 想 定 を大 幅 に上 回 る揺 れ

で 襲 った 中越 沖 地 震 。 東 電 や 国が 過

去 の 活 断層 評 価 の甘 さ を ま旨摘 され る

事 態 を も た ら し 、 原 子 力 業 界 に原 発

の 耐 震 問 題 へ の 取 り組 み を促 した 。

そ う し た 中 で 、 今 の 業 界 が 抱 え る根
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韓
国
統
一
省
も
十
二
日
、
一デ
イ
ア
は
十
二
日
、
現
場
一盾
す
る
こ
と
か
ら
、
韓
国
で
〓
」
ろ
、
黒
っ
ぼ
い
服
装
の
中
一に
特
化
し
て
い
る
両
社
の
業
一ィ
マ
ッ
ク
の
資
金
繰
り
が
行
一ル
ニ
ア
州
の
住
宅
金
融
大
一い
約
五
兆
ノ

（約
五
百
三
十
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務
め
た
物
理
学
者
。
中
間
子
理
論
が
評
価
さ
れ
、
４９
年
に
日
本
　
一

人
で
初
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
５６
年
１
月
に
発

一′

本 的 な 問題 と して 「 責 任 感 の 欠 女日J

を 挙 げ る人 が い る。 業 界 事 情 に詳 し

い 日本 原 子 力 産 業 会 議 (現原 産 協 会 )

元 副 会 長 の 森 一 久 氏 (82)だ。 日本
の 原 子 力 開発 草 創 期 を振 り返 りな が

ら、 森 氏 と と も に原 子 力 を扱 う責 任

の 重 さ を考 え た 。

森
氏
は
中
央
公
論
社
（当
時
）

で
科
学
雑
誌
の
編
集
者
を
経

て
，

一
九
五
六
年
の
原
産
会
議

設
立
当
初
か
ら
勤
務
し
た
。
二

〇
〇
四
年
ま
で
、
約
五
十
年
に

わ
た
り
業
界
の
内
情
を
み
て
き

た
。広

島
市
出
身
で
被
爆
者
で
も

あ
る
森
氏
は
核
兵
器
に
転
用
で

き
る
原
子
力
の
怖
さ
を
身
を
も

っ
て
知

っ
て
い
る
。
「原
子
力

は
従
来
の
科
学
と
は
違
う
。　
一

度
に
多
く
の
人
を
殺
す
力
を
持

つ
か
ら
だ
」
と
強
調
す
る
。

■
辞
任
し
た
博
士

森
氏
は
商
業
炉
技
術
が
進
ん

士
に
師
事
し
、
卒
業
後
も
交
流
　
　
一
方
、
初
代
委
員
長
の
故
正

進
ん
だ
。

森
氏
は
も
う

一
人
の
初
代
原

が
あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
回
避

だ
現
在
と
、
原
子
力
開
発
革
創

を
続
け
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
力
松
太
郎
氏
は
、輸
入
に
よ
る

　

海
外
で
運
転
実
績
が
あ
る
完

子
力
委
員
で
原
産
会
議
会
長
も

し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
そ
ん

期
と
の
関
係
者
の
間
で
、
原
子

　

原
子
力
委
で
は
当
時
、
原
発

早
期
建
設
と
い
う
現
実
路
線
を

成
品
の
輸
入
は
、
安
全
性
へ
の

務
め
た
故
有
沢
広
巳
氏
の
発
言

な
姿
勢
で
は
国
民
の
信
頼
は
得

力
を
扱
う

「責
任
感
」
に
決
定

の
技
術
を
ど
う
開
発
す
る
か
で

主
張
。委
員
会
で
湯
川
博
士
と

過
信
を
業
界
に
も
た
ら
し
た
と

も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。「原

ら
れ
な
い
」

的
な
違
い
が
あ
る
と
感
じ
て
い

議
論
し
て
い
た
。
湯
川
博
士
は

一思
見
が
合
わ
な
か

っ
た
と
い

指
摘
す
る
声
は
少
な
く
な
い
。
　
子
力
委
員
は
辞
め
る
た
め
に
委
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こ
の
発
言
の
意
味
を
森
氏
は

こ
う
解
説
す
る
ｃ
「
日
本
政
府

が
原
子
力
の
軍
事
利
用
の
誘
惑

に
駆
ら
れ
た
時
、
そ
れ
を
踏
み

と
ど
め
さ
せ
る
の
が
原
子
力
委

員
会
の
役
割
だ
と
い
う
こ
と

だ
」
「原
子
力
を
扱
う
人
間
は
、

る
。
そ
の
象
徴
と
し
て
五
六
年

外
国
か
ら
の
技
術
輸
入
は
認
め

た
。
引
き
受
け
た
以

上
は
い

右
さ
れ
な
い
よ
う
自
主
的
な
技

人
類
へ
の
重
い
責
任
を
担
う
」

に
設
置
さ
れ
た
国
の
原
子
力
委

る
が
、
輸
入
へ
の
過
度
の
依
存

い
加
減
な
こ
と
は
で
き
な
い
と

術
開
発
を
重
ん
じ
た
湯
川
博

と
力
を
込
め
る
森
氏
。
草
創
期

員
会
初
代
委
員
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
自
主
性
を
妨
げ
る
こ
と
に

い
う
人
だ
か
ら
」
　
　
　
　
　
士
。
そ
の
思
い
は
、
安
全
管
理

の
人
物
を
思
い
起
こ
し
な
が

を
紹
介
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
つ
な
が
る
と
の
懸
念
を
抱
い
て

　

し
か
し
、
悩
ん
だ
博
士
は
約

の
面
で
も
自
主
性
が
大
切
な
こ

ら
、
業
界
の
現
状
を
嘆
く
。
「電

初
代
委
員
に
は
日
本
人
初
の

い
た
。
「
こ
れ
は
当
時
、
学
会
　
一
年
後
、
病
気
の
た
め
委
員
を

と
を
示
唆
し
て
い
た
よ
う
に
見

力
会
社
は
原
発
が
自
分
の
所
有

ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
、
故
湯
川
秀

の

一
致
し
た
考
え
方
で
、
湯
川

辞
任
し
た
。
日
本
の
原
発
は
結

え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
と
い
う
意
識
が
足
り
な
い
。
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も
故
人
。
ほ
か
の
委
員
は
石
川

一
郎
氏
、
有
沢
広
巳
氏
、
藤
岡

由
夫
氏
。
湯
川
博
士
は
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
核
廃
絶
に
向
け

た
平
和
運
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。
科
学
者
の
社
会
的
な

責
任
を
果
た
す
立
場
か
ら
、　
一
般
社
会
に
向
け
た
著
書
や
論
文
ン

も
多
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

海
外
で
は
軍
事
利
用
さ
れ
て

員
に
な
る
ん
だ
」
と
常
々
話
し

い
る
だ
け
に
外
国
の
動
向
に
左

一て
い
た
と
い
う
。
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韓
｝
勧
障
れ
鴻
転

れ
は
い
董

安
全
管
理
で
も
自
主
性
重
要

業界の課題


